
第２回委員会以降の報告事項

資料１



● 水抜き工の進捗状況
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〇 昨年３月から水抜き導坑の掘削に着手し，７月末迄に取付部４５ｍ・拡幅部１５ｍの掘削を完了
〇 ８月から水抜きボーリングＡ１１０ｍ×２本を施工し，被災箇所の湧水量が約９４m3／ｈから約７m3／ｈ

に減少
〇 ９月から直線部１００ｍの掘削に着手，約４０ｍ付近で被災箇所の湧水量が０.１m3／ｈ未満まで減少
〇 被災箇所の湧水量及び地下水位の低下を確認，１１月末で水抜き工の施工を終了

R6/8/26撮影 被災箇所 出水側 8/25撮影 水抜きボーリングA10/2撮影 被災箇所 出水側 12/2撮影 水抜き導坑湧水状況

水抜き導坑計画平面図
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A:中央排水
B:被災箇所
C:導坑全体
A+B+C:全体湧水量(TD1000～2614)

● 観測結果（湧水量と地下水位）
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湧水量

地下水位

水抜き工の工事進捗に伴う湧水量と地下水位の変位

〇 水抜き工の効果により被災箇所の湧水量が，約１００m3／ｈから約０.１m3／ｈに減少
〇 中央排水の量が，約３８０m3／ｈから約２００m3／ｈに減少
〇 全体湧水量（TD1,000～2,614）は約４００ m3／ｈで推移
〇 被災箇所周辺の地下水位が低下（本坑右側約５８ｍ低下，本坑左側が約４７ｍ低下）

水抜き
ボーリングA

水抜き導坑直線部 １００ｍ

工事進捗

ケーシング管挿入

湧水量・地下水位観測位置断面図

湧水量・地下水位観測位置平面図

25ｍ
(9/15)

42ｍ
(9/28)

60ｍ
(10/10)

70ｍ
(10/22)

77ｍ
(11/3)

90ｍ
(11/15)

B 被災箇所

A 中央排水

被災箇所湧水0.1㎥/ｈ未満

本坑右

本坑左

100ｍ
(11/25)

●

●

●

●

TD1844.5
間隙水圧計
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TD1850 間隙水圧計
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本坑右本坑左

地下水位低減効果
・TD１８４４．５
376.95ｍ → ３２９．５７ｍ （約47ｍ低下）

・TD1860
371.09ｍ → ３１２．２３ｍ （約58ｍ低下）

Ａ 中央排水
(2,614m～1,000m)

Ｃ 水抜き導坑

Ｂ 被災箇所

TD1840 間隙水圧計

TD1860  山中水位計 水抜きﾎﾞｰﾘﾝｸﾞA

トンネル天端 314.56m

被災箇所
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● 観測結果（覆工応力）
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① 覆工応力測定結果（被災後～現在） 出水側TD1810（R6/7/24～R8/1/9）

② 覆工応力測定結果（被災後～現在） 出水側TD1750（R6/7/24～R8/1/9）

出水側からさつま側を向いて① ②

観測位置平面図 観測位置断面図

結露の影響による変動

導坑掘削に伴う
応力の変動

若干の応力増加

結露の影響による変動

〇 TD1810：被災以降，覆工応力の顕著な変動は見られなかったが，昨年９月から１０月にかけ，水抜き導
 坑掘削の影響と思われる若干の変動が見られた

〇 TD1750：被災時及び水抜き導坑掘削時における覆工応力の顕著な変動は見られない
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● 観測結果（計測結果）

４

観測位置平面図

〇 水抜き導坑掘削後の内空変位・沈下量の観測結果は，地質境界付近の地質が悪かったTD150で内空変位
 -5.6mm，沈下-4.2mmと大きかったが，全ての観測点で注意を求めるとされる管理レベルⅠ未満であった。

〇 本坑覆工の内空変位・沈下量の観測結果は，大きな変化はなく被災箇所直近を含めた全ての観測点で
 管理レベルⅠ未満であった。

１０ｍ毎に変位計測を実施

水抜き導坑の観測結果一覧

観測位置横断図

最大沈下量・最大変位量：mm
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本坑：測線配線図 水抜き導坑：測線配線図

単位：㎜

管理変位 レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ

天端沈下 1.5 2.3 3.0

内空変位 1.5 2.3 3.0

単位：㎜

管理変位 レベルⅠ レベルⅡ レベルⅢ

天端沈下 6.5 9.8 13.0

内空変位 14.5 21.8 29.0
本坑覆工の観測結果一覧 最大沈下量・最大変位量：mm

被災箇所直近



● 観測結果（水質分析 ヒ素濃度）

５

〇 高尾野川桜橋（環境基準点）のヒ素濃度は，被災時から農業用水基準（0.05mg/l）は満足するが
 環境基準（0.01mg/l）を超過する状況

〇 被災箇所及び水抜き導抗からの湧水を処理（ヒ素及び濁水）するため，昨年１月に仮設排水処理設備
 を設置

〇 昨年４月以降，桜橋を含む全ての観測地点において，安定的に環境基準（0.01mg/l）を満足

約１４㎞
約７㎞

約２.４㎞

桜橋
(環境基準点)

八久保頭首工

出水大橋

トンネル坑口付近

高尾野川観測位置図

ヒ素濃度（被災後２週間：7/25～8/7） 直近４ヶ月最高値

採水箇所（高尾野川）
坑口から
の距離

7/25 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 R7.9月 10月 11月 12月

 ①トンネル坑口付近 － 0.062 0.045 0.023 0.012 - - 0.011 0.011 0.020 0.011 0.012 0.012 0.013 0.014 0.008 0.008 0.008 0.008

 ②桜橋：環境基準点 約2.4㎞ 0.019 0.035 0.034 0.012 0.013 0.012 0.012 0.012 0.011 0.010 0.011 0.011 0.011 0.013 0.008 0.009 0.006 0.009

 ③八久保頭首工 約7.0km - 0.014 0.020 0.011 0.011 0.010 0.010 0.011 0.009 0.012 0.008 0.009 0.008 0.009 0.006 0.005 0.006 0.006

 ④出水大橋 約14.0㎞ - 0.006 0.007 0.007 0.007 0.006 0.006 0.006 0.006 0.005 0.006 0.006 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004 0.004

環境基準値0.01mg/l(桜橋)，農業用水水質基準0.05mg/l

❶

❷

❸

❹

ヒ素濃度（被災後２週間：R6.7.25～8/7） 直近４ヶ月最高値
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